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研究成果の概要（和文）： 本研究は、自然音声や合成音声を使って、日本語話者30名、中国人学習者22名、韓
国人学習者37名、ベトナム人学習者34名、日本在住の母語の異なる留学生21名に、パラ言語に関する知覚調査を
実施し、どのようなパラ言語音声が難しいか調べた。
　研究の結果、心的態度と感情の強さの順として、①高さ･長さ→②長さ→③ノーマル→④速さ（68％）と並べ
た被験者の割合は、日本語話者83％、中国人学習者74％、ベトナム人学習者70％、韓国人学習者62%、在日留学
生58％の順だった。日本語話者をはじめ多くの第2言語学習者は、発話意図の強調の順を①②③④と認識した。

研究成果の概要（英文）：Para-language represents the speaker’s speech intentions, mental attitude 
and emotion that can be controlled by the speaker.　Para-language is complex because of a variety of
 sound elements, such as length, height, strength, and speed.  So, it is difficult to elucidate 
para-language.
 This study will carry out a survey of perception of para-language shown in two elements using 
natural speech and synthesized speech, by Japanese language learners who are studying in the 
difficult environment of un-natural learning outside Japan, and domestic Japanese learners who can 
learn naturally. Furthermore, it will examine what kinds of speech para-language are difficult for 
learners of Japanese.

研究分野：日本語教育

キーワード： パラ言語的情報　心的態度　感情　F0・Duration・Speech Rate　日本語学習者　言語の普遍性
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
・イントネーションに関する第 2言語習得研

究では、発話と知覚における母語話者と非母

語話者間のイントネーション認識の違いに

ついて、Backman(1977)、M.Cruz-Ferrerira 

(1987)、Chiang(1979)が、分節音と同様にイ

ントネーションにおいても、負の転移

（negative transfer）や正の転移（positive 

transfer）による習得プロセスが見られるこ

とを明らかにした。 

・藤崎（1994）がパラ言語（イントネーショ

ン、アクセント、リズム等に含まれる発話意

図(表現意図）の重要性を指摘して以来、前川

（2006）はじめ理系サイドから実験的研究が

盛んに行われている。 

・福岡(1998、1999、2005、2009、2013)に

おいて、「食べない」(疑問、勧誘、否定、失

望)、あいづち「そうですね」(同意、フィラ

ー、確認、納得)、「そうですか」(新情報の

理解、疑問、訝り、失望)について、日本語学

習者はパラ言語情報としてイントネーショ

ンの音声と発話意図をどのように理解して

いるか調査した。第 2言語学習者は、「そう

ですか」より「そうですね」の発話意図の識

別の方が難しく、初期指導がない場合は発話

意図の聞き分けが難しいため、早期指導の重

要性を指摘した。 
 
２．研究の目的 
第 2言語習得において、日本語学習者はパ

ラ言語の習得が難しく、指導の確立が急がれ

る。日本語学習者は、分節音レベル（破裂音

や特殊音など）と超分節音レベル（アクセン

ト、イントネーション、プロミネンス、ポー

ズなど）のパラ言語の音声上の違いをどのよ

うに認識しているか、また、どの音声パラメ

ータが難しいか、分節音・超分節音レベルの

両サイドからアプローチ研究を行う。 
 
３．研究の方法 
 自然習得が可能な国内の日本語学習者や

自然習得が困難な環境にある国外の日本語

学習者に、パラ言語に関する知覚調査を実施

し、日本語学習者にとってどのような音声が

難しいか調べる。 

（１）調査音声（図１～図 4参照） 

①分節音レベル 

・撥音（撥音部分の長短）、長音（長音区間

の長短）、促音（促音区間の長短）、破裂音

（VOTの長短）の自然音声 

②超分節音レベル 

・①の調査語に、（長さ：自然音声）、高さ
（自然音声）、速さ（ノーマル音声の 68％
の速度）を変えた合成音声。 

③調査音声の①②に基づき、韓国語（20代女

性ソウル出身）およびベトナム語（20代女

性ホーチミン出身）による調査音声ｃ．を

作成し、母語による知覚調査も実施した。 

（２）対象者 

①日本語学習者（出身の異なる日本の大学 1

年生）30名、②中国人学習者（中国の大学日

本語学科 4年生）22名、③韓国人学習者（韓

国の大学日本語学科 3年生）37名、④ベトナ

ム人学習者（ベトナムの大学日本語学科 3年

生）34名、⑤日本で日本語を学ぶ留学生（出

身国の異なる大学 2、3年生）23名（韓国 2、

ドイツ１、ベトナム 3、タイ１、中国 15、ロ

シア 1） 

（３）実施方法 

（１）に基づき 30 代男性（東京出身）の

発話および合成した調査音声のＣＤを、幾つ

かの問題例で練習した上で 15 分間静かな教

室で聞かせ、回答用紙に記入してもらった。 

  
図１．「いいね。これ。」（日本語） 



 

図２．「かわいい．このネコ．」 

    

図３．「いいね。これ。」(韓国語)  

   

図４．「いいね。これ。」(ベトナム語) 

 
４．研究成果 
（１）心的態度の強さの並べ替え順の結果
（図 5参照） 
各表現において，心的態度の強さの順と

して，4 つの音声を聞いて①高さ・長さ→

②長さ→③ノーマル→速さ（68％）と並べ

た被験者の割合は，日本語話者 83.3％，中

国人学習者 74.4％，ベトナム人学習者

69.9％，韓国人学習者 62.1%，在日の留学

生 58.1％の順だった． 

日本語話者を含め，多くの第 2言語学習

者は心的態度の強さの順を①②③④と認識

した．また，習得年数 4年の中国人学習者

は，心的態度の順位の識別度が他の言語話

者よりも高かった． 

図５．心的態度の強→弱を
「①高さ･長さ→②長さ→③ノーマル→④速さ(68％）」とした話者別比較
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（２）①高さ・長さ、②長さ、③ノーマル、

④速さ（68％）の各順位位置における正答率 

図６～図 11 は、言語話者別に心的態度の

強→弱に、①高さ・長さ、②長さ、③速さ

（68％）のそれぞれの順位位置における正答

率を示している。 

日本語話者は、正答率が高かったが、①高

さ・長さ→②長さの順位を、②長さ→①高

さ・長さとする被験者もいた。中国人学習者

は、①から④の順位を守りながらも、④速さ

（68％）→③ノーマルとする者が多かった。

全般的に韓国人学習者の正答率は低く、音の

高低や長短の知覚と心的態度の一致が難し

いことがうかがえる。在日留学生は、渡日後

半年の留学生が多かったことも正答率の低

さに関係していると思われる。 

図 11 は、母語（韓国・ベトナム）による

各心的態度の順位（①②③④）の位置におけ

る正答率を調べた結果である。韓国人学習者

は、母語では心的態度の順位として①高さ・

長さ→②長さ→③ノーマル→④速さ（68％）

と並べた被験者の割合は 80。6％、ベトナム

語話者は 66．4％だった。韓国人学習者は母

語の心的態度の順位付けは、日本語話者によ

る心的態度の順位付け（①②③④）と同じく

らいよく識別しているが、母語から日本語の

習得にはプラスには働いていなかった。 
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図６．「１．こんなに勉強したよ。」心的態度（強→弱）の順位（①②③④）
位置における正答率（％）

①長さ･高さ 80 59.5 90.9 82.4 71.4

②長さ 86.6 59.5 86.4 79.4 52.4

③ノーマル 96.7 70.3 77.3 52.9 42.9

④速さ(68％) 100 73 72.7 52.9 52.4
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図７．「２．いいね。これ。」心的態度（強→弱）の順位（①②③④
）位置における正答率（％）

①長さ･高さ 90 73 95.5 73.5 61.9

②長さ 90 70.3 95.5 73.5 57.1

③ノーマル 96.7 62.2 86.4 73.5 76.2

④速さ(68％) 100 64.9 86.4 76.4 85.7
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図８．「３．いっぱい勉強したよ。」心的態度（強→弱）の順位（①②③④）
位置における正答率（％）

①長さ･高さ 83.3 48.6 81.2 88.2 57.1

②長さ 83.3 56.8 81.2 88.2 61.9

③ノーマル 90 78.4 63.6 91.2 66.7

④速さ(68％) 90 81.1 63.6 94.1 85.7
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図９．「４．かわいい。このネコ。｣心的態度（強→弱）の順位（①②③④）
位置における正答率（％）

①長さ･高さ 86.7 75.7 95.5 88.2 71.4

②長さ 83.3 78.4 95.5 88.2 71.4

③ノーマル 96.6 75.7 81.2 82.4 85.7

④速さ(68％) 96.6 78.4 81.2 85.3 85.7
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図１０．「５．だめ。それしては。｣心的態度（強→弱）の順位（①②③④）
位置における正答率（％）

①長さ･高さ 93.3 81.1 95.5 88.2 81

②長さ 90 70.3 95.5 82.4 71.4

③ノーマル 73.3 62.2 77.3 67.6 85.7

④速さ(68％) 80 64.9 77.3 70.6 71.4
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図１１．母語（韓国･ベトナム）による心的態度の順位（①②③④)
位置における正答率（％）

韓国人学習者 78.4 86.5 81.1 81.1 75.7

ベトナム人学習者 52.9 73.5 73.5 67.6 64.7
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（３）考察 

日本語学習者はパラ言語の知覚習得にお

いて、破裂音、撥音、促音、長音などの分節

音レベルの違いは心的態度の順位付けに大

きく影響しないが、パラ言語によって音の高

さや長さや速さが関わる超分節音レベルが

加わると、心的態度の強さを識別することが

難しくなることがわかった。 

その一方で、習得が進んだ日本語学習者は、

日本語話者が無意識に使っているパラ言語

を意識して学習していることがうかがえた。  

今後も母語の異なる日本語学習者に調査

を実施し、パラ言語認識における言語の普遍

性について分析したい。 
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